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南
京
大
虐
殺
事
件

七
十
周
年
・
府
連
学
習
会
を
開
く

南
京
で
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

１
９
３
７
年
の
南
京
大
虐
殺
事

件
か
ら
十
二
月
十
三
日
で
七
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
９
３
７
年
七
月
七
日
の
北
京

郊
外
の
盧
溝
橋
事
件
を
契
機
と
し

て
、
日
本
軍
の
中
国
全
土
へ
の
侵

略
が
一
層
激
化
し
ま
し
た
。
同
年

八
月
に
は
国
際
都
市
・
上
海
へ
と

戦
火
が
広
が
り
ま
し
た
。
日
本
軍

は
中
国
軍
民
の
激
し
い
抵
抗
に
あ

い
、
三
ヶ
月
間
も
激
戦
が
続
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
十
万
も
の
日
本
軍
が

上
海
と
杭
州
湾
か
ら
南
京
に
攻
め

込
む
ま
で
の
間
、
い
た
る
所
で
、

中
国
の
民
衆
を
虐
殺
・
強
姦
し
、

食
料
を
強
奪
し
ま
し
た
。

１
９
３
７
年
十
二
月
十
三
日
、

当
時
の
中
国
の
首
都
で
あ
っ
た
南

京
に
攻
め
込
ん
だ
日
本
軍
は
、
六
週

間
以
上
に
わ
た
り
無
抵
抗
の
女
性
・

老
人
・
子
供
・
捕
虜
に
虐
殺
、
強
姦
、

放
火
、
破
壊
、
略
奪
と
い
う
あ
ら
ゆ

る
蛮
行
を
は
た
ら
き
ま
し
た
。

日
本
軍
が
南
京
で
虐
殺
し
た
犠
牲

者
の
人
数
は
、
中
国
側
の
資
料
に
よ

る
と
三
十
万
人
以
上
、
強
姦
事
件
だ

け
で
も
、
二
万
件
以
上
に
達
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
十
一
月
、
南
京
大
学
に
て
日

中
両
国
の
研
究
者
七
十
人
が
参
加
し

「
南
京
大
虐
殺
史
料
学
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国

側
か
ら
は
十
二
月
に
「
南
京
大
虐
殺

資
料
集
」
が
出
版
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
、
日
中
間
の
政
治
問
題
を
極
力
排

除
し
、
現
存
す
る
各
国
（
日
本
、
米

国
、
ド
イ
ツ
、
英
国
）
の
関
連
史
料

の
分
析
に
力
点
を
お
く
、
客
観
的

な
研
究
が
目
立
ち
ま
し
た
。
資
料

集
の
責
任
者
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

呼
び
か
け
人
、
張
憲
文
・
南
京
大

学
教
授
は
「
歴
史
は
か
が
み
だ
。

誰
が
見
て
も
明
確
な
歴
史
に
す
る

作
業
は
、
政
治
家
で
は
な
く
歴
史

府連通信

「
き
り
え
で
創
る
年
賀
状
・

干
支
色
紙
」
の
講
習
会
は
、

「
年
賀
状
」
は
十
一
月
二
六

日(

月)

に
開
催
し
、
四
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
十
二
月
六
日(

月)

の

「
干
支
色
紙
」
に
は
十
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
毎
回
参
加
さ
れ
て

い
た
方
で
「
足
が
・
・
・
」
「
四

階
ま
で
階
段
で
上
が
る
の
は
・
・
・
」

と
お
電
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎

年
楽
し
み
に
さ
れ
て
お
ら
れ
「
材

料
だ
け
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
常

連
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

「
来
年
も
ま
た
・
・
・
」
「
楽

し
み
に
し
て
ま
す
・
・
・
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
持
っ
て
帰
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

新
し
く
参
加
さ
れ
る
方
を
増
や
す

方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
と
、
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

西
支
部
も

恒
例
の
き
り
え
教
室
を
十
一
月
二

十
一
日
、
五
名
が
参
加
し
て
日
中

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

講
師
の
稲
田
雪
男
さ
ん
か
ら
き

り
え
の
基
本
を
教
わ
り
な
が
ら
、

来
年
の
干
支
“
ね
ず
み
”
の
型
絵

に
沿
っ
て
カ
ッ
タ
ー
で
切
り
取
り
、

色
紙
を
張
り
合
わ
せ
な
が
ら
色
紙

に
仕
上
げ
ま
し
た
。

初
め
て
の
人
か
ら
毎
年
参
加
し

て
い
る
人
ま
で
、
出
来
上
が
っ
た

個
性
の
あ
る
作
品
を
見
比
べ
な
が

ら
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

き
り
え
で
創
る
「
年
賀
状
・
干
支
色
紙
」

講
習
会
を
開
き
ま
し
た

学
者
の
仕
事
で
あ
り
責
任
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。
資
料
集
の
日
本
側

の
責
任
者
の
笠
原
十
九
司
・
都
留

文
科
大
学
教
授
は
「
（
日
中
関
係

が
改
善
し
た
）
今
は
事
実
に
基
づ

い
た
研
究
を
す
る
方
向
に
あ
り
、

討
論
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
評
価

し
て
い
ま
す
。

「
南
京
大
虐
殺
記
念
館
」
は
十

二
月
十
三
日
の
記
念
日
に
再
開
出

来
る
よ
う
リ
ニ
ュ
ア
ル
さ
れ
、
面

積
も
三
倍
に
拡
張
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
い
ま
、
事
件
の
被
害
者

の
方
々
の
、
「
名
誉
毀
損
裁
判
」

が
闘
わ
れ
て
い
ま
す
。

七
十
周
年
の
こ
の
時
期
、
「
南

京
大
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
と
い
う

反
動
的
な
動
き
も
強
ま
っ
て
い
る

今
こ
そ
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切

で
す
。

府
連
で
は
十
二
月
二
日
に
藤
後

博
己
副
会
長
を
講
師
に
日
中
友
好

を
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和
に
つ
な

げ
る
た
め
、
日
中
両
国
民
の
相
互

理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
願
い
、

「
南
京
大
虐
殺
事
件
」
の
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
こ
そ
不
再
戦
・
平
和
の
活
動

を
強
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

０８年太極拳新春初けいこ

会 場：守口市民体育館

（京阪電車守口市駅下車すぐ）

参加費：1000円

１月１４日(祝)

午前１０時～１６時

守口支部主催

連絡先：大阪府連06-6372-8131

太
極
拳
本
部

指
導
員
研
修
会

が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

二
面
に
守
口
・

高
木
さ
ん
の
レ
ポ
ー

ト
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
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五
年
毎
に
開
か
れ
る
大
会
は
前
大

会
で
掲
げ
た
十
三
億
人
の
生
活
水
準

の
引
き
上
げ
と
調
和
の
取
れ
た
社
会

発
展
と
文
明
的
な
社
会
主
義
国
家
の

建
設
の
総
点
検
で
も
あ
り
、
今
ま
で

の
三
十
年
近
い
改
革
開
放
の
総
括
で

も
あ
る
。
又
、
こ
れ
か
ら
の
五
年
間

の
出
発
点
で
も
あ
る
改
革
開
放
の
手

を
緩
め
る
事
無
く
『
小
康
社
会
』
の

建
設
す
な
わ
ち
『
科
学
的
発
展
と
社

会
の
調
和
』
と
の
融
合
で
あ
っ
て
中

国
人
民
の
広
範
な
利
益
と
文
明
を
享

受
で
き
る
社
会
の
建
設
に
あ
る
と
い
っ

て
い
る
。
改
革
開
放
と
市
場
経
済
が

国
民
を
苦
し
め
る
事
無
く
総
合
的
な

発
展
を
す
る
よ
う
な
国
力
の
建
設
に

あ
る
。

し
か
し
貧
富
の
格
差
は
大
き
く
、

毎
年
胡
錦
涛
総
書
記
や
温
家
宝
総
理

等
が
地
方
を
視
察
し
、
現
状
把
握
に

時
間
を
割
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
放

置
し
て
お
く
と
社
会
の
不
安
定
要
素

と
な
り
長
期
的
に
は
健
全
な
発
展
の

阻
害
要
因
と
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

0
6

年
に
農
業
税
の
廃
止
や
小
中
学
校

の
授
業
料
と
そ
の
他
の
雑
費
を
免
除
、

医
療
保
険
制
度
を
制
定
し
た
り
分
配

制
度
の
改
革
な
ど
を
行
い
、
農
村
の

実
質
的
な
収
入
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

格
差
を
少
し
で
も
是
正
し
よ
う
と
試

み
て
い
る
。
都
市
部
で
は
改
革
半
ば

で
は
有
る
が
生
活
最
低
補
償
の
充
実

や
個
人
所
得
税
の
改
革
な
ど
一
歩
一

歩
改
革
を
実
施
し
民
生
の
生
活
安
定

を
重
視
し
て
い
る
。

な
に
せ
中
国
は
広
い
上
に
人
口
が

多
く
貧
困
層
は
二
億
を
越
え
て
い
る
。

経
済
体
制
も
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
に

あ
り
、
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
近

年
の
急
激
な
発
展
に
伴
な
う
公
害
で

あ
る
。
公
害
は
自
然
と
の
調
和
と
生

態
系
の
破
壊
を
も
た
ら
し
相
容
れ
な

い
も
の
で
あ
り
、
持
続
的
発
展
と
科

学
的
発
展
の
妨
げ
に
な
る
。
今
特
に

力
を
入
れ
始
め
た
公
害
対
策
と
し
て
、

汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
企
業
は

地
方
の
有
名
企
業
で
あ
れ
老
舗
で
あ
っ

て
も
生
産
停
止
、
企
業
閉
鎖
の
強
い

指
導
が
な
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
一
時

的
に
地
方
の
財
政
の
悪
化
が
あ
っ
て

も
、
労
働
者
の
失
業
が
増
え
よ
う
と

も
、
将
来
的
に
前
進
す
る
と
見
て
い

る
か
ら
で
す
。
臭
い
物
に
は
ふ
た
で

は
今
ま
で
の
政
治
と
な
ん
ら
変
わ
ら

ず
、
科
学
的
発
展
観
か
ら
自
然
と
の

調
和
共
存
に
、
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を

示
し
て
い
ま
す
。

人
民
の
幸
せ
は
広
範
な
人
民
の
利

益
が
保
証
さ
れ
て
こ
そ
社
会
が
安
定

す
る
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
今
ま
で
は
食
べ
る
た
め
に
働
い

て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
幸
せ
（
自

由
的
余
暇
）
の
た
め
に
働
く
、
今
ま

で
の
よ
う
に
切
羽
詰
っ
た
、
生
き
る

た
め
の
労
働
か
ら
、
余
裕
の
あ
る
価

値
観
の
あ
る
労
働
へ
と
変
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
と
提
起
し
て

い
ま
す
。(
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

第
十
七
回
中
国
共
産
党
大
会
に
見
る

調
和
の
と
れ
た
社
会
へ
大
き
く
舵
を
き
る

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

北
ス
ポ
ー
ツ
・
東
梅
田
体
育
館

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
教
室
・
第
一
中
学
体
育
館

金
曜
日
・
午
後
七
時
か
ら

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

富
田
林
市
立
総
合
体
育
館

水
曜
日
午
後
六
時
四
五
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

第
二
十
回
本
部
指
導
員
研
修
会
に
参
加
し
て

富
士
を
み
な
が
ら
四
二
式
を
み
っ
ち
り
研
修

十
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五

日
、
第
二
十
回
本
部
指
導
員
研
修

会
が
、
冠
雪
し
た
富
士
山
の
ふ
も

と
の
会
場
で
大
阪
か
ら
八
名
、
全

国
か
ら
八
七
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

研
修
種
目
は
「
四
二
式
総
合
太

極
拳
」
で
す
。
指
導
は
、
北
京
体

育
大
学
教
官
の
陳
建
雲
老
師
（
女

性
）
で
、
日
本
体
育
大
学
に
留
学

中
の
方
で
す
。
こ
の
四
二
式
総
合

太
極
拳
は
第
一
段
が
楊
式
、
第
二

段
は
呉
式
と
孫
式
、
第
三
段
が
陳

式
、
第
四
段
が
四
八
式
か
ら
な
っ

て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
、
特
徴

部
分
の
模
範
演
技
が
あ
り
研
修
が

始
ま
り
ま
し
た
。

体
育
館
は
寒
か
っ
た
の
で
す
が

準
備
体
操
の
お
か
げ
で
、
み
ん
な

上
着
を
と
っ
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
姿
で
、

練
習
に
入
り
ま
し
た
。
「
埒
擠
勢
」

の
手
の
動
き
が
シ
ン
プ
ル
で
分
か

り
や
す
く
、
「
開
合
手
」
の
足
の

動
き
や
、
片
足
立
の
場
面
で
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
覚
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
大
阪
で
の
予
習
が
効

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

陳
老
師
は
長
拳
が
得
意
で
長
拳

の
練
習
も
し
ま
し
た
。
長
拳
は
若

者
向
き
で
す
が
、
高
齢
者
で
も
魅

力
的
で
、
ゆ
っ
く
り
か
ら
は
じ
め

た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
回

の
よ
う
な
中
国
人
の
著
名
な
老
師

に
よ
る
研
修
は
、
中
国
に
行
っ
て

研
修
す
る
の
と
同
じ
効
果
が
あ
り

ま
し
た
。
太
極
拳
に
没
入
し
至
福

を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
幅
が
広
が

る
研
修
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

研
修
中
の
三
日
間
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
東
か
ら
見
る
冠
雪
し
た
富

士
山
が
き
れ
い
で
し
た
。
二
回
の

朝
の
練
習
に
も
参
加
し
、
霜
を
踏

み
つ
け
る
た
び
に
心
地
良
い
音
を

上
げ
、
楽
し
い
合
宿
で
し
た
。

「
朝
練
や

霜
踏
む
音
と

富
士
の
山
」

（
守
口
支
部
・
高
木
茂
年
）

日 時：2008年２月２4日（日）午後1時～3時

会 場：中華料理・楓林閣（ふうりんかく）

（阿倍野アポロビル・９階）06-6649-1055

参加費 ：３０００円（要予約）

福引もあります。誘い合ってご参加下さい

問い合わせ先：日中大阪府連合会 06-6372-8131

年
末
恒
例
の

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
を

今
年
も
好
評
販
売
中
で
す
。

府
連
財
政
強
化
の
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
は

一
本
、
１
２
０
０
円
で
す

日中０８春のつどいご案内


